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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月13日(2009.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試験信号を素子から電子増倍管に入力させる段階と電子増倍管の出力から電子増倍管の
利得を判断する段階とを含む、少なくとも１つの光検知器を含む素子から受信した信号を
使用上増倍するように構成された電子増倍管の利得を判断する方法であって、
　前記試験信号は、前記少なくとも１つの光検知器上への電磁信号の入射の不存在下で、
該少なくとも１つの光検知器によって発生した電荷を含むか又はそれから導出されたもの
であり、
　クロック誘導電荷及び／又は暗電流を前記素子内で促進させるように、前記素子内で電
荷移動を達成するための、少なくとも１つの制御信号を構成する段階を更に含む、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの制御信号の振幅は、電荷移動中にクロック誘導電荷を促進させる
ように設定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの制御信号は、周期的信号であり、
　前記周期を電荷移動中にクロック誘導電荷を促進させるように設定する段階、
　を更に含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記素子内の電荷移動を達成するために少なくとも１つの制御信号を外す段階を更に含
むことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記素子内で電荷移動が達成されるように、少なくとも１つのクロック信号を非逆転モ
ードで動作させる段階を更に含むことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか１項
に記載の方法。
【請求項６】
　前記電子増倍管の利得が有効にされた時及び該電子増倍管の利得が無効にされた時に前
記試験信号を該電子増倍管に入力させる段階と、該電子増倍管の利得が有効にされた時の



(2) JP 2006-203222 A5 2009.2.26

該試験信号に応答した該電子増倍管の出力を該電子増倍管の利得が無効にされた時の該試
験信号に応答した該電子増倍管の出力と比較することによって利得を判断する段階とを更
に含むことを特徴とする請求項１から請求項５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　前記判断又は測定された利得に応答して前記電子増倍管の利得を調節する段階を更に含
むことを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記素子は、少なくとも１つの電荷結合素子（ＣＣＤ）を含むことを特徴とする請求項
１から請求項７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも１つの光検知器を含む素子から電子増倍管に試験信号を入力させるための手
段と電子増倍管の出力から電子増倍管の利得を判断するための手段とを含む、電子増倍管
の利得を検知するための装置であって、
　前記試験信号は、前記少なくとも１つの光検知器上への電磁信号の入射の不存在下で、
該少なくとも１つの光検知器によって発生した電荷を含むか又はそれから導出されたもの
であり、
　クロック誘導電荷及び／又は暗電流を前記素子内で促進させるように、前記素子内で電
荷移動を達成するための、少なくとも１つの制御信号を構成する手段を更に含む、
　ことを特徴とする装置。
【請求項１０】
　前記構成する手段は、前記少なくとも１つの制御信号の振幅を、電荷移動中にクロック
誘導電荷を促進させるように設定するように構成されていることを特徴とする請求項９に
記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの制御信号は、周期的信号であり、
　前記構成する手段は、前記周期を電荷移動中にクロック誘導電荷を促進させるように設
定するように構成されている、
　ことを特徴とする請求項９又は１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記構成する手段は、前記素子内の電荷移動を達成するために少なくとも１つの制御信
号を外すように構成されていることを特徴とする請求項９から請求項１１のいずれか１項
に記載の装置。
【請求項１３】
　前記電子増倍管の利得が有効にされた時及び該電子増倍管の利得が無効にされた時に前
記試験信号を該電子増倍管に入力させる手段と、該電子増倍管の利得が有効にされた時の
該試験信号に応答した該電子増倍管の出力を該電子増倍管の利得が無効にされた時の該試
験信号に応答した該電子増倍管の出力と比較することによって利得を判断する手段とを更
に含むことを特徴とする請求項９から請求項１２のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１４】
　少なくとも１つの光検知器及び電子増倍管を有する少なくとも１つの電荷結合素子（Ｃ
ＣＤ）を含む装置であって、前記電子増倍管は、前記少なくとも１つのＣＣＤから受信し
た信号を使用上増倍するように構成されており、請求項９に記載されている電子増倍管の
利得を検知するための装置を更に含む、
　ことを特徴とする装置。
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